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使 用 言 語 日本語または英語
参 加 要 領 ◦参　加　費 : 無料
 ◦参 加 資 格 : 日本文学に関心のある方（研究者・大学院生・学生・留学生など）








































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27
26 27 28 29 30 31 / 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31
●開館：9 ：30〜18 ：00　　●請求受付：9 ：30〜12 ：00,13 ：00〜17 ：00　　●複写受付：9 ：30〜16 ：00
ただし、土曜開館日は、





閲覧室カレンダー　2018 年 8 月〜 2018 年 10 月
23
30
展示スケジュール（8 月〜 10 月）
通常展示「書物で見る日本古典文学史」
　会期　2018年6月11日（月）～9月15日（土）
特別展示「祈りと救いの中世」
　会期　2018年10月15日（月）～12月15日（土）
※休室日
日曜・祝日、夏季一斉休業日（8月13～15日）、
展示室整備日（8月8日、11月14日）
大学支援「国文研でゼミを」　大学教員の皆様へ
　国文学研究資料館のゼミ室で、豊富な所蔵資料を利用しながらゼ
ミや講義を行うことができます。
※学部・大学院で行っている日本文学や日本史の授業が対象となり
ます。
◆詳細は当館WEBページをご覧ください。
　https://www.nijl.ac.jp/activity/education/shien.html
表紙絵資料紹介
『解体新書』　クルムス原著、杉田玄白訳、大本五巻五冊、安永3年（1774）刊
・室町三丁目版　ヤ9／556　　・室町二丁目版　ヤ9／555
　ドイツの医師クルムスが1722年に刊行した『解剖図表』のオランダ語訳本（1734年刊）からの重訳本。原著の刊行
から約50年後の翻訳出版であるが、当時の交易や日本人のオランダ語に関する能力などの状況を考えれば、相当に
早い刊行と言えるだろう。本文4巻と序図1巻とからなり、秋田藩士で平賀源内から洋画を学んだ小田野直武が図を
担当した。
　須原屋市兵衛によって刊行されたもので、その住所表
記に「室町二丁目」と「室町三丁目」の二とおりの版があ
ることが知られている。当館は、それぞれ一点ずつ、二
点所蔵するが、残念ながらどちらも取り合わせ本である。
　二丁目版と三丁目版の版面を実物で比較してみると、
文字のツブレやカスレ、および匡郭の傷など、板木の傷
みを示す痕跡が二丁目版の方で増えていることがわかる。
よって、両版は同じ板木を用いており、先に三丁目版が
刷られ、後に「三」の一画目を削って「二」と修正して刷っ
たものと考えられる。三丁目版の方には、刊記のあとに
広告が二丁半付されている。
 （入口　敦志）
